
白く見えるタバコの煙は、しばらくすると見えなくなりますが、成分が消えるわけではなく空気中に拡

散します。じつはその粒子は非常に小さい事を知っていますか。下図にあるとおり、スギ花粉の直径２

０～４５μm（０．０２０～０．０４５㎜）に対して、タバコの粒子はその１００分の１にあたる０．１～０．３μm

（０．０００１～０．０００３㎜）しかありません。ウイルスと同じくらいの微粒子ですから、長時間空気中を浮

遊し様々な所のすみずみまで届く可能性が高いのです。 

では、そんなタバコの粒子を吸い込むと

どうなるでしょうか。左図のようにスギ花粉

程度の粒子はノド付近で止まりますが、タ

バコの粒子は気管や気管支を通過し肺の

深部にある肺胞まで届いてしまうのです。

有害物がこんな奥まで届くなんて恐ろしい

ですよね。 

肺胞にこんな微粒子が届くと肺胞が炎

症を起こし壊れていきます。一度壊れた肺

胞はもとに戻りませんので、肺機能が低下

していくのです。 

やっぱり、タバコは怖いですよね。 
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